
村内在住で在宅介護されているご家族の方に福祉車両の貸し出しを行っています。

◆ご利用にあたり、入所施設からの通院はご利用できませんのでご注意ください。
　お困りの場合はお気軽にお問い合わせください。

※福祉機器・車両の貸し出しは社会福祉協議会の会員様（社協会費納入の方）限定とさせていただいております。
　社協会費とは、各区自治会長様のご協力のもと年間１，０００円を納入している会費です。
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必要になった時
ご相談下さい

◆使用料…無料
◆ガソリン代…自己負担
◆ご利用回数…原則月2回まで、1回のご利用について2日以内
◆お申込期間…利用される日の1ヶ月前から5日前までにお願い致します。

村内在住で在宅介護されている方に福祉機器を無償で貸し出しています。
＊介護用ベッド（手動式タイプ）　　＊車椅子（子供用もございます）
◆貸し出し期限はございません。必要な期間ご使用ください。
　なお、長期入院入所などの場合は一度返却をお願いいたします。

お寄せいただいた善意 ※令和4年４月～令和5年３月　受付順・敬称略

※お寄せいただいた善意は、デイサービスセンター等の施設において、また福祉機器(ベッドや車椅子など) 
の購入等の貴重な財源として活用させていただいております。

あたたかいこころありがとうございます
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　南相馬市社会福祉協議会視察研修では、佐藤所長より「災害・防災・地域福祉」をテーマに東日本
大震災、令和元年台風19号災害、令和4年福島沖地震災害の三度の災害経験について説明いただきま
した。その都度違う対応の難しさや当時のボランティア活動に参加された方々の様子を交え復興への
道のり、さらに経験を生かした住民のニーズにあった地域福祉の取り組みについてもお話くださいま
した。
　また、震災遺構の浪江町立請戸小学校を視察し、当時の津波の威力を体感され、参加者もそれぞれ
思い思いに過ごされました。

　参加者からは、当時のボランティア活動を振り返る会話や「本当に参加してよかった」「災害はいつ
どこで起きるかも分からない」など改めて災害についても考える研修となったようです。

～あれから12年～
東日本大震災ボランティア視察研修会
　東日本大震災発生から10年目にあたる２年前、福島県の
訪問を計画したが新型コロナウイルス感染症の影響により
やむなく中止。
　そして、5月8日より新型コロナウイルスは感染法上第5類への移行となり、
平成23年6月に福島県南相馬市社会福祉協議会へ4日間延べ81名のボランティア活動
バスを運行した当時の参加者から再び南相馬市を訪れたいと意見が寄せられました。
　参加者の意思を尊重し被災地を訪れ震災を決して風化させない事、そして被災地が未来に向かって
行っている防災教室事業の研修を目的に6月23日実施しました。


